
 

 

 

 

 

  ２０１３ 通常総会を開催    

新理事を承認  理事長に西 公一氏を互選 

2013年度通常総会が、5月 25日 10時から四街道市南部総合福祉センターで開催されました。  
  当日の社員総数は 51 名、出席した社員総数は本人出席が 23 名、委任出席が 23 名で、司会の渡邊

皓寛理事から有効に成立した旨が報告されました。 

  議長に小林征司理事が選任され、書記に戸田由紀子理事、議事録署名に嶋田惠子、畑山静江両理事 

  が選任されました。 

   平成 24 年度の活動報告の質疑では、人件費に関して新規採用に当たってどのような議論があっ

たのかとの質問が出されました。また、新年度の活動計画については、就労継続支援Ｂ型について 

  どのような事業を計画しているのかとの質問が出されました。その後議長が諮ったところ、満場の 

  拍手で平成 25年度の事業計画案並びに活動予算案は承認可決されました。 

   続いて新年度役員の選任が審議され、つぎの理事・監事が満場一致承認されました。 

  さらに、第一回理事会において、西公一氏が理事長に小林征司、戸田由紀子両氏が副理事長に 

  選任されました。 

  ＊ 理事長 西公一  ＊ 副理事長 小林征司 戸田由紀子 

  ＊ 理事  賀川知彦 田中英子 中尾千恵子 畑山静江 丸山和久 渡邊皓寛 

  ＊ 監事  猿橋芳生 渡辺智昭 

     就任にあたって        理事長  西 公一 

梅雨空のもとで、アジサイの花が鮮やかな色を見せています。アジサイの花ことばの一つが 

 「つよい愛情」だそうです。うっとおしい長雨の中でも、やがて訪れる明るい夏空に向かって, 

凛(りん)として自己を主張するアジサイは素敵な花だと思います。 

  さて、先の通常総会で任期を終えられた福間眞樹前理事長の後を受けて、私が理事長に選任されま

した。就任にあたって、改めて会員の皆さんにご挨拶を申し上げます。 

  今日、ＮＰＯ法人「希望」は大きな転換点に在ると言えましょう。これまでの会員の皆さんの 

  努力が実って、どんぐり工房は利用者も増え、従来よりも安定した内容で地域施設としての役割を 

  果たすことができるようになったと思います。 

  しかし、私達は小成に甘んずることなく、更なる高みを目指していく方針を打ち立てたところです。 

  障害者の権利擁護と経済的立場の向上を目指して、これまで以上に奮闘しなければなりません。 

  皆さんとしっかりと手を結んで、やがて訪れる明るい夏空に向かって凛と咲くアジサイのように 

  つよい愛情で結ばれた法人「希望」を築いて行きたいと思います。 

これまでと同じように、よろしくご協力をお願い致します。        （平成 25 年 6月） 
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  ～障害者優先調達推進法による、市からの発注が実施される～    

本年 4 月に「障害者優先調達推進法」が施行されました。四街道市では、同法律に基づいて、

早速市内の障害者就労事業所に対し、受注拡大の方策を実施しました。 

  どんぐり工房もこれを受けて、市からの事務事業を請け負う体制を整えて行きたいと、理事会に 

  おいて決定しました。 

  折角の機会ですから、市からの発注があれば積極的に応えて行くことは勿論ですが、市民の税金を 

  使った大事な仕事ですから、期待に応えて良い仕事をやろうと利用者も職員も張り切って市の発注

を待っているところです。 

  また、四街道市自立支援協議会・就労部会では、各事業所の受発注を公平にするための調整役の機

能を果たすシステムの構築が検討され、この役割も期待されているところです。 

 

Ｂ型 先進施設「あゆみ会」「明日の種」を見学 

                              赤い羽根募金の配分に応募 

6 月 18・20 日の両日に、 利用者と職員が、「Ｂ型」の      

先進施設を見学しました。１８日に見学させていただいた、   赤い羽根募金は、集まったお金を 

「あゆみ会」は木更津市の小型家電の解体を実施している   社会福祉の発展充実のために助成しま 

施設、２０日の「明日の種」は千葉市長作町の施設で     す。この度、法人として車両の購入の  

１階でレストランを経営し、２階では、小型家電の解体    資金の配分を受けたいと申請しました 

作業を実施しているところです。              これが県の配分委員会で認められれば 

私達がＢ型をイメージする上で大変参考になりました。    農園への往復をはじめ、どんぐり工房 

                             の活動に車両での利便性が増します。 

 

 

＝＝＝どんぐり工房の活動＝＝＝ 

＊５月８日（水） 

  「千葉県こころのふれあいフエステイバル」 （千葉市中央公園）１０名参加 

   好天のもと、県内の多くの事業所の人たちが参加していました。舞台上の演奏を楽しんだり、

各ブースで持ち込んだ製品を販売したり。どんぐりも布巾、ハンカチ、陶器などの販売に 

   みんなで精を出しました。売り上げもマアマア（？）上がって、楽しい１日でした。 

＊５月２２日・６月１２日（水） 

   「サロン」 どんぐり工房では、従前からホッと一息つける自由な時間を「サロン」と 

    呼んで楽しいプログラムを組んできましたが、このところ衣替えしたニュ―サロンが  

    人気です。美味しいコーヒーと時にはケーキやフルーツも出されて、みんなで自由な 

    話し合いが行われています。メンバーの関心事である「就労継続支援Ｂ型」についても 

    疑問や意見を出し合って、一緒に考えて勉強にもなりました。毎月第２・４水曜日が 

    定例日です。会員の皆さんも美味しいコーヒーを飲みにお立ち寄りください。歓迎します。 

 

――お知らせ―― 

法人希望の通常総会開催に併せて、今回は記念講演を行いました。 

障がい者の就労を考える上で、また、就労継続支援Ｂ型を志向する当法人にとっても有意義なお話

を伺う事が出来ました。 

そこで、講師の千葉県障害者就労支援事業振興センターの桜井健司センター長のご了解を戴き 

講演要録を会員の皆さんにご送付いたします。ご参考までにお読みください。 


